
法

律

平成™�年›月™œ日 金曜日 (号外第 š号)官 報

第
四
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
章

外
国
法
事
務
弁
護
士
の
登
録
及
び
業
務

第
二
十
一
条
中
「
は
、
弁
護
士
」
を
「
及
び
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
弁
護
士
及
び
弁
護
士
法
人
」

に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
、
第
五
号
及
び
第
七
号
中
「
外
国
法
事
務
弁
護
士
」
の
下
に
「
及
び
外
国

法
事
務
弁
護
士
法
人
」
を
加
え
る
。

第
二
十
三
条
第
四
号
中
「
外
国
法
事
務
弁
護
士
の
」
を
「
外
国
法
事
務
弁
護
士
及
び
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
の
」

に
、「
及
び
」
を
「
並
び
に
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
外
国
法
事
務
弁
護
士
」
の
下
に
「
及
び
外
国
法
事
務
弁
護
士

法
人
」
を
加
え
る
。

第
四
十
五
条
第
二
項
各
号
中
「
外
国
法
事
務
弁
護
士
」
の
下
に
「
又
は
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
」
を
加
え
、
同
条

第
三
項
中
「
、
弁
護
士
」
を
「
、
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
、
弁
護
士
」
に
改
め
る
。

第
五
十
条
第
一
項
中
「
同
法
」
を
「
同
法
第
二
十
五
条
第
六
号
か
ら
第
九
号
ま
で
の
規
定
中
「
規
定
す
る
法
人
」
と

あ
る
の
は
「
規
定
す
る
法
人
又
は
外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
二
条
第
三
号
の

二
に
規
定
す
る
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
」
と
、
同
法
」
に
、「
あ
る
の
は
、」を
「
あ
る
の
は
」
に
改
め
る
。

第
六
十
五
条
中
「
第
二
十
六
条
」
の
下
に
「
又
は
第
五
十
条
の
十
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
条
の

二
十
」
を
加
え
る
。

第
六
十
六
条
中
「
第
五
十
条
」
の
下
に
「
又
は
第
五
十
条
の
十
三
第
二
項
」
を
加
え
る
。

第
六
章
を
第
八
章
と
す
る
。

第
五
十
八
条
の
二
た
だ
し
書
中
「
第
五
十
二
条
第
二
号
」
を
「
第
五
十
二
条
第
一
項
第
二
号
」
に
、「
第
五
十
七
条
第

二
号
」
を
「
第
五
十
七
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
六
十
一
条
の
見
出
し
中
「
虚
偽
標
示
」
を
「
虚
偽
標
示
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
外
国
法
事
務
弁
護
士
で
な
い
」

を
「
外
国
法
事
務
弁
護
士
又
は
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
で
な
い
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
で
な
い
者
は
、
そ
の
名
称
中
に
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
又
は
こ
れ
に
類
似
す
る
名
称

を
用
い
て
は
な
ら
な
い
。

第
五
章
を
第
七
章
と
す
る
。

第
五
十
一
条
第
一
項
中
「
外
国
法
事
務
弁
護
士
は
」
を
「
外
国
法
事
務
弁
護
士
及
び
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
は
」

に
、「
外
国
法
事
務
弁
護
士
に
」
を
「
外
国
法
事
務
弁
護
士
若
し
く
は
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
に
」
に
改
め
る
。

第
五
十
二
条
中
「
懲
戒
」
を
「
外
国
法
事
務
弁
護
士
に
対
す
る
懲
戒
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
に
対
す
る
懲
戒
は
、
次
の
三
種
と
す
る
。

一

戒
告

二

二
年
以
内
の
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
の
業
務
の
停
止
又
は
そ
の
事
務
所
の
業
務
の
停
止

三

除
名

第
五
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
外
国
法
事
務
弁
護
士
」
の
下
に
「
又
は
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
」を
加
え
、

同
条
第
三
項
中
「
外
国
法
事
務
弁
護
士
に
」
を
「
外
国
法
事
務
弁
護
士
又
は
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
に
」
に
改
め
、

同
条
第
四
項
中
「
外
国
法
事
務
弁
護
士
を
」
を
「
外
国
法
事
務
弁
護
士
若
し
く
は
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
を
」
に
改

め
、
同
条
第
五
項
中
「
外
国
法
事
務
弁
護
士
、」を
「
外
国
法
事
務
弁
護
士
又
は
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
、」に
改
め
、

同
条
第
六
項
及
び
第
七
項
中
「
外
国
法
事
務
弁
護
士
」
の
下
に
「
又
は
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
」
を
加
え
、
同
条
第

八
項
中
「
第
一
項
又
は
」
を
「
第
一
項
若
し
く
は
」
に
改
め
、「
外
国
法
事
務
弁
護
士
」
の
下
に
「
若
し
く
は
外
国
法
事

務
弁
護
士
法
人
」
を
加
え
る
。

第
五
十
四
条
中
「
弁
護
士
法
」
を
「
弁
護
士
法
第
五
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
は
懲
戒
を
受
け
た
外
国
法
事
務
弁

護
士
法
人
に
つ
い
て
、
同
法
」
に
改
め
、「
外
国
法
事
務
弁
護
士
」
の
下
に
「
及
び
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
」を
加
え
、

同
条
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
五
十
七
条
の
二
第
一
項
並
び
に
第
六
十
二
条
第
二
項
及
び
第
四
項
中
「
法
律
事
務

所
」
と
あ
る
の
は
「
事
務
所
」
と
、
同
項
及
び
同
条
第
五
項
中
「
こ
の
章
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
」
と
あ
る
の

は
「
当
該
懲
戒
の
手
続
と
の
関
係
に
お
い
て
は
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章
第
四
節
第
二
款
の
款
名
を
削
る
。

第
五
十
五
条
第
二
項
中
「
外
国
法
事
務
弁
護
士
の
」
を
「
外
国
法
事
務
弁
護
士
及
び
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
の
」

に
改
め
、
同
条
の
前
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。

第
二
節

外
国
法
事
務
弁
護
士
懲
戒
委
員
会
及
び
外
国
法
事
務
弁
護
士
綱
紀
委
員
会

第
五
十
七
条
第
一
項
中
「
外
国
法
事
務
弁
護
士
に
」
を
「
外
国
法
事
務
弁
護
士
又
は
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
に
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
外
国
法
事
務
弁
護
士
」
の
下
に
「
又
は
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
の
社
員
」
を
加
え
、
同

条
第
三
項
中
「
外
国
法
事
務
弁
護
士
、」を
「
外
国
法
事
務
弁
護
士
又
は
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
、」に
改
め
る
。

第
四
章
第
四
節
の
節
名
及
び
同
節
第
一
款
の
款
名
を
削
る
。

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
二
十
九
号

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
、
業
務
及
び
監
督
」を「
及
び
業
務
」
に
、「

第
四
節

外
国
法
事
務
弁
護
士
の
懲
戒

第
一
款

懲
戒
の
処
分
（
第
五
十
一
条
e

第
五
十
四
条
）

第
二
款

外
国
法
事
務
弁
護
士
懲
戒
委
員
会
及
び
外
国
法

事
務
弁
護
士
綱
紀
委
員
会
（
第
五
十
五
条
e

第
五
十
八
条
）」を

「
第
五
章

外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
（
第
五
十
条
の

第
六
章

懲
戒

第
一
節

懲
戒
の
処
分
（
第
五
十
一
条
e

第
五
十

第
二
節

外
国
法
事
務
弁
護
士
懲
戒
委
員
会
及
び

二
e

第
五
十
条
の
十
三
）

四
条
）

外
国
法
事
務
弁
護
士
綱
紀
委
員
会
（
第
五
十
五
条
e

第
五
十
八
条
）」に
、「
第
五
章
」
を
「
第
七
章
」
に
、「
第
六
章
」
を

「
第
八
章
」
に
、「
第
六
十
八
条
」
を
「
第
七
十
二
条
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
の
二

外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人

外
国
法
に
関
す
る
法
律
事
務
（
外
国
に
お
い
て
効
力
を
有
し
、
又
は
有
し
た

法
が
そ
の
全
部
又
は
主
要
な
部
分
に
適
用
さ
れ
、
又
は
適
用
さ
れ
る
べ
き
法
律
事
件
に
つ
い
て
の
法
律
事
務
を
い

う
。
第
五
十
条
の
五
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
こ
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
外
国
法
事
務
弁
護
士
が
設
立
し
た
法
人
を
い
う
。

第
二
条
第
十
五
号
中
「
外
国
法
事
務
弁
護
士
」
の
下
に
「
又
は
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
」
を
加
え
る
。

第
五
条
の
二
第
一
項
中
「
こ
の
条
及
び
第
六
十
三
条
第
四
号
に
お
い
て
」
を
削
り
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
（
原
資
格
国
法
又
は
指
定
法
が
当
該
特
定
外
国
法
で
あ
る
社
員
が
業
務
を
執
行
す
る

場
合
に
限
る
。）

第
五
条
の
三
中
「
第
五
十
八
条
の
二
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
二
項
中
「
又
は
外
国
法
事
務
弁
護
士
」
を
「
、
外
国
法
事
務
弁
護
士
又
は
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
」に
、

「
又
は
当
該
外
国
法
事
務
弁
護
士
」
を
「
、
当
該
外
国
法
事
務
弁
護
士
又
は
当
該
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
」
に
改
め

る
。
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